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声
な
き
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
言
葉
な
き
者
の
言
葉
を
代
弁
す
る
。
高
名

な
作
家
に
よ
る
創
造
物
で
は
な
く
、
名
も
知
れ
ぬ
人
々
の
営
み
に
こ
そ
美
を
見

出
し
、
論
理
で
は
な
く
繰
り
返
し
造
ら
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
無
意
識
の
洗

練
を
評
価
す
る
。
民
藝
運
動
と
は
本
来
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、
提
唱
者
で
あ
る
柳
宗
悦
の
声
は
、
結
果
的
に
批
評
言
語
と

し
て
大
き
な
も
の
と
な
り
、
運
動
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
に
よ
る
論
理
は
美

を
担
保
す
る
言
葉
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
方
で
、
趣
味
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
在
野
の
知
を
支
え
た
郷
土
玩
具
の
愛
好
者
や
、
彼
ら
の
ハ

ブ
の
よ
う
に
し
て
存
在
し
た
書
店
人
た
ち
、
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
を
工
芸
で

支
え
ん
と
し
た
運
動
家
な
ど
、
民
藝
運
動
の
周
縁
に
存
在
し
た
は
ず
の
、
大

き
な
声
や
明
確
な
論
理
を
持
た
な
か
っ
た
人
々
は
歴
史
の
徒
花
と
し
て
忘
れ
去

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
」
は
、
民
藝
運
動
を
と
り
ま
く
そ
の
よ
う
な

「
捻
れ
」
に
さ
さ
や
か
な
疑
問
を
呈
す
る
リ
サ
ー
チ
活
動
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
著
作
『
日
本
美
の
再
発
見
』
に
お
け
る
北
へ
向
か
う
足

取
り
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
田
の
案
内
人
を
請
け
負
っ
た
地
元

の
版
画
家
、
勝
平
得
之
の
言
葉
は
ど
う
か
。
タ
ウ
ト
側
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

勝
平
が
残
し
た
記
録
を
リ
サ
ー
チ
し
、
並
列
し
て
見
せ
る
こ
と
で
声
な
き
声
に

耳
を
傾
け
、
油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
と
い
う
市
井
の
個
人
が
積
み
上
げ
た
膨
大
な

コレ
ク
シ
ョン
に
着
目
、
展
示
し
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

　
捻
れ
た
関
係
で
は
あ
る
が
、
民
藝
運
動
が
と
り
こ
ぼ
し
た
、
語
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
を
追
う
「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
」
と
い
う
活
動
自
体
が
、
あ
る
種

民
藝
運
動
が
本
来
目
指
し
た
も
の
を
現
代
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
彼
ら
の
活
動
は
古
い
資
料
の
行
間
に
耳
を
傾
け
、
無
名
に
近
い
人
々
の

言
葉
を
代
弁
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
の
だ
。

ア
ウ
ト
・オ
ブ・
民
藝
と
は
　
　

　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　   

堀
部 

篤
史 （
誠
光
社
／
『
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
』
発
行
者
）





　
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
勝
平
得
之
が
秋
田
で
出
会
っ
た1935

年
、

1936

年
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
運
動
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
両

者
は
、
民
藝
運
動
と
近
し
い
人
物
に
接
触
し
て
い
ま
し
た
。
民
藝

運
動
の
周
縁
的
な
工
芸
運
動
を
扱
っ
た
書
籍
や
印
刷
物
、
さ
ら
に
、

民
藝
発
足
以
前
か
ら
蒐
集
の
対
象
で
あ
っ
た
郷
土
玩
具
に
ま
つ
わ
る

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
い
か
に
民
藝
運
動
と
関
わ
っ
て
き
た
の
か

を
相
関
図
に
し
ま
し
た
。
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ブ
ル
ー
ノ・タ
ウ
ト
の
『H

ouses and People of Japan

』（1937

年
）
に
は
、

勝
平
得
之
の
「W

inter M
arket in Akita

」
と
い
う
木
版
画
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
住
環
境
を
紹
介
し
た
本
書
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
風
俗
的

な
版
画
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
展
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
タ
ウ
ト
と
勝
平
の
交
友

に
よ
っ
て
、
そ
の
版
画
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
タ

ウ
ト
は
な
ぜ
勝
平
の
版
画
に
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　『
日
本
美
の
再
発
見
』（1939

年
）
に
は
、
タ
ウ
ト
が
秋
田
の
石
橋
旅
館
で

勝
平
の
版
画
と
絵
葉
書
を
見
る
前
に
、
東
京
の
版
画
店
で
見
か
け
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
版
画
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
同
定

す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
タ
ウ
ト
は
、
勝
平
の
人
物
描
写
よ

り
も
建
築
描
写
に
注
目
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
急
い
で

旅
館
に
呼
び
寄
せ
、
水
先
案
内
人
と
し
て
秋
田
の
建
築
を
一
緒
に
巡
り
、
勝

平
の
建
築
眼
を
試
し
た
の
だ
。
改
め
て
本
書
に
収
め
ら
れ
た
版
画
を
み
る
と
、

勝
平
の
作
品
に
見
ら
れ
る
豊
か
な
人
物
描
写
は
簡
略
化
さ
れ
、
冬
の
市
の
場

面
を
俯
瞰
し
た
構
図
で
、
秋
田
市
街
の
建
築
物
に
見
ら
れ
る
軒
の
深
い
屋
根

が
特
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
タ
ウ
ト
は
勝
平
に
、「
本
の
な

か
で
、我
々
は
と
も
に
世
界
を
巡
遊
し
よ
う
」（p.26

参
照
）
と
手
紙
に
記
し
た
。

そ
し
て1950
年
に
は
『
日
本
の
家
屋
と
生
活
』
と
し
て
邦
訳
さ
れ
た
。（
中

　
勝
平
得
之
は
創
作
版
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
以
前
、
農
民
美
術
運
動
に

参
加
し
て
い
た
。
農
民
美
術
運
動
は1919

年
に
洋
画
家
・
山
本
鼎
が
中
心

に
な
っ
て
は
じ
め
た
、
農
閑
期
の
農
民
に
美
術
教
育
を
行
い
、
農
民
に
よ
り

作
ら
れ
た
も
の
を
販
売
す
る
「
美
術
」
と
「
産
業
」
を
両
立
さ
せ
る
よ
う

な
運
動
だ
。
日
本
全
国
で
農
民
美
術
講
習
会
を
開
き
、
デ
ッ
サ
ン
や
木
彫
等

の
技
術
を
伝
授
、
共
鳴
し
た
各
地
の
農
民
た
ち
に
よ
っ
て
農
民
美
術
生
産
組

合
が
生
ま
れ
、
主
に
生
活
実
用
品
、
木
彫
人
形
が
作
ら
れ
た
。

　1928

年
、
秋
田
県
の
大
湯
で
も
農
民
美
術
講
習
会
が
開
か
れ
、
勝
平
は

彫
刻
家
・
木
村
五
郎
か
ら
木
彫
人
形
の
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
も
木
村

が
早
逝
す
る
ま
で
二
人
は
深
い
交
遊
を
続
け
、
勝
平
の
版
画
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
勝
平
の
作
っ
た
「
木
彫
秋
田
風
俗
人
形
」
は
秋
田
の
風
俗

を
見
事
に
作
品
化
し
た
も
の
で
秋
田
県
を
代
表
す
る
お
み
や
げ
に
も
な
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
山
本
は
「
漁
夫
」（1904

年
）
と
い
う
版
画
作
品
で
自
画
・
自
刻
・

自
摺
に
よ
り
版
画
を
表
現
と
し
て
捉
え
た
創
作
版
画
の
父
と
も
言
え
る
存

在
。
勝
平
に
と
っ
て
は
二
重
の
意
味
で
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
人
物
だ
。

　1930

年
代
か
ら
民
藝
界
、郷
玩
界
で
は
「
農
民
美
術
」へ
の
批
判
が
高
ま
っ

た
。
柳
宗
悦
は
「
民
藝
と
農
民
美
術
」（『
工
藝
35
号
』、1935

年
）
で
農
民
美

術
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
玩
具
へ
の
展
望
も
書
い
た
。（
軸

タ
ウ
ト
の
み
た
勝
平
版
画

相
関
図
解
説
　
　
相
関
図
で
と
り
あ
げ
た
書
籍
や
人
物
、工
芸
運
動
な
ど
の
主
な
つ
な
が
り
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
軸
原
ヨ
ウ
ス
ケ
＝（
軸
　
中
村
裕
太
＝（
中

農
民
美
術
運
動
と

　
　
勝
平
得
之
と
民
藝

ブルーノ・タウト 著、勝平得之 版 『Houses and People of Japan』  三省堂、1937年山本鼎 編 『実用手工芸講座 男子部』第二巻　日本農民美術研究出版部、1925年



　『
草
園
』（
後
に
『
叢
園
』）
は1935

年
に
秋
田
で
創
刊
さ
れ
た
随
筆
誌
。
初
期

の
同
人
に
石
田
玲
水
、
豊
澤
武
、
近
藤
兵
雄
、
相
場
信
太
郎
、
勝
平
得
之
、
中

島
耕
一
ら
が
い
た
。1936

年
か
ら
は
勝
平
が
ほ
と
ん
ど
全
て
の
表
紙
を
版
画
作
品

で
飾
っ
た
。
内
容
は
美
術
、
文
学
、
音
楽
、
詩
歌
、
民
俗
学
な
ど
幅
広
く
、
武

者
小
路
実
篤
、
柳
田
國
男
ら
著
名
な
外
部
執
筆
者
も
多
数
寄
稿
し
た
。

　
ま
た
草
園
社
と
し
て
戦
後
は
美
術
展
な
ど
も
開
催
、
秋
田
の
文
化
を
牽
引
し

た
。
著
作
『
雪
橇
』（
同
人
・
中
島
耕
一
と
勝
平
の
共
著
）
や
、『
花
の
歳
時
記
』『
秋

田
歳
時
記
』（
と
も
に
同
人
・
相
場
信
太
郎
と
勝
平
の
共
著
）
な
ど
様
々
な
書
物

も
生
ま
れ
た
。
勝
平
の
民
俗
学
的
な
視
座
、
美
術
的
教
養
は
、
草
園
社
に
集
っ
た

仲
間
と
の
交
友
か
ら
多
く
生
ま
れ
て
い
る
と
自
他
と
も
に
認
め
て
い
る
。

　『
日
本
美
の
再
発
見
』（1939

年
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
タ
ウ
ト
は
勝
平
と
金

足
村
の
奈
良
家
訪
問
の
前
後
に
同
人
・
近
藤
兵
雄
宅
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
近
藤

は
タ
ウ
ト
に
『
草
園
』
へ
の
寄
稿
を
依
頼
し
、
後
日
『
草
園
』
10
号
（1936

年
）
に

「
追
分
の
印
象
」
と
題
し
た
エッ
セ
イ
が
上
野
伊
三
郎
の
訳
で
掲
載
さ
れ
た
。
　
　
　

　
分
野
を
超
え
て
同
人
が
「
仲
良
く
」
交
流
し
た
こ
と
が
『
草
園
』
50
年
誌
、

百
号
特
集
を
読
ん
で
い
る
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
異
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
に
は
秋
田

の
文
化
の
深
さ
と
豊
か
さ
が
見
え
る
。
ゆ
と
り
を
失
っ
た
現
代
社
会
に
生
き
る
我
々

は
『
草
園
』
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。（
軸

『
草
園
』と
勝
平
と
タ
ウ
ト

　
柳
宗
悦
に
よ
る
民
藝
も
、
柳
田
國
男
に
よ
る
民
俗
学
も
大
正
期
に
産
声
を
あ
げ
、

農
村
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
て
き
た
。
と
か
く
混
合
さ
れ
が
ち
な
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
つ
い
て
、
日
本
民
藝
館
で
催
さ
れ
た
座
談
会
「
民
藝
と
民
俗
学
の
問
題
」（『
月
刊

民
藝
』、1940

年
）
の
な
か
で
二
人
は
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。
司
会
の
式
場
隆

三
郎
は
、
噛
み
合
わ
な
い
二
人
の
対
話
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
。
柳
田
は
、
民
俗
学

は
「
過
去
の
歴
史
を
正
確
に
す
る
学
問
」
と
し
、
柳
は
そ
う
し
た
「
経
験
学
」
と

し
て
の
民
俗
学
に
対
し
て
、
民
藝
運
動
は
、
物
品
の
価
値
（
美
し
さ
）
を
将
来
へ
と

思
考
し
て
い
く
「
規
範
学
」
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
柳
田
は
手
工
芸
か
ら
機
械

工
芸
へ
と
進
ん
で
い
く
状
況
に
お
い
て
民
藝
品
の
将
来
性
を
柳
に
問
い
か
け
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
柳
は
「
民
衆
的
工
芸
の
限
界
」（『
工
芸
文
化
』、1942

年
）
の
な
か
で
、

そ
の
限
界
を
工
人
た
ち
の
社
会
的
・
経
済
的
な
弱
さ
と
指
摘
し
、
山
形
県
の
雪

害
調
査
研
究
な
ど
の
実
地
的
な
民
芸
品
の
開
発
へ
と
進
ん
で
い
く
。
ち
な
み
に
ブ

ル
ー
ノ・タ
ウ
ト
は
「
げ
て
も
の
か
は
い
か
ら
か
」（『
ア
ト
リ
エ
』、1936

年
）
の
な
か
で
、

そ
う
し
た
柳
の
「
げ
て
も
の
（
手
工
芸
）」
の
魅
力
を
認
め
つ
つ
も
、「
は
い
か
ら
（
機

械
工
芸
）」
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
い
ち
早
く
指
摘
し
て
い
る
。
他
方
で
、

柳
田
は
『
雪
國
の
民
俗
』（1944

年
）
を
刊
行
す
る
。
そ
の
な
か
に
掲
載
さ
れ
た
勝

平
の
版
画
を
眺
め
て
み
る
と
衣
服
や
民
具
な
ど
を
丹
念
に
描
写
し
、
民
俗
学
的
な

視
点
か
ら
も
農
村
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。（
中

1940

年
代
の
民
藝
と
民
俗
学

1011

（左）『月刊民藝』第二巻 第四号
日本民藝協会、1940年

（左）『草園』昭和二十四年一月発行号、草園社、1949年　（右）『草園』昭和二十七年一月発行号、草園社、1952年
（右）柳田國男、三木茂 著 『雪國の民俗』
養徳社、1944年
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　『
版
芸
術
』
は
料
治
熊
太
が
自
身
の
出
版
社
・
白
と
黒
社
か
ら1932
年
に
創
刊

し
た
版
画
雑
誌
。
前
身
の
『
白
と
黒
』
が
手
摺
り
で
部
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

当
時
で
き
た
印
刷
技
術
「
機
械
摺
木
版
」
で
量
産
し
、
雑
誌
を
通
し
て
創
作
版
画

の
普
及
を
目
指
し
た
。1933

年
9
月
号
「
全
国
郷
土
玩
具
版
画
集
」
を
皮
切
り
に
、

郷
土
玩
具
色
を
強
め
、
郷
土
玩
具
と
創
作
版
画
の
相
性
の
良
さ
を
打
ち
出
し
た
。

　
ち
な
み
に
『
白
と
黒
』
時
代
か
ら
の
仲
間
は
民
藝
運
動
合
流
以
前
の
棟
方
志
功
、

谷
中
安
規
、
川
上
澄
生
、
川
西
英
、
平
塚
運
一
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
。
年
賀
状
を

創
作
版
画
で
、
と
い
う
年
末
特
集
も
創
刊
時
か
ら
終
刊
号
（1936

年
）
ま
で
続
い
た
。

ち
な
み
に
料
治
熊
太
自
身
も
創
作
版
画
を
志
し
、料
治
朝
鳴
名
義
で
多
数
の
版
画
や
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
創
世
玩
具
も
作
っ
た
。

　1934

年
12
月
号
「
雪
国
の
風
俗
」
で
は
勝
平
得
之
の
版
画
を
特
集
し
た
り
、
他

の
号
で
も
何
度
も
勝
平
の
版
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
に
い
な
が
ら
東
京
の
出

版
物
で
掲
載
さ
れ
て
い
く
当
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
興
味
深
い
。

　
も
と
も
と
は
編
集
者
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
出
版
社
を
作
り
な
が
ら
作

家
で
も
あ
る
…
と
い
う
複
数
の
顔
を
持
つ
料
治
熊
太
は
、
後
年
は
骨
董
・
古
美
術
研

究
で
有
名
と
な
る
。
関
係
者
に
も
郷
土
玩
具
、
創
世
玩
具
、
農
民
美
術
、
民
藝
関

係
者
が
入
り
乱
れ
て
、
創
作
版
画
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
裾
野
の
広
さ
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。（
軸

『
版
芸
術
』と
郷
土
玩
具

　「
建
築
家
の
休
日
」
と
自
嘲
し
た
タ
ウ
ト
の
日
本
で
の
仕
事
は
、
執
筆
活
動
と
工

芸
制
作
に
注
が
れ
た
。
特
に
群
馬
県
工
業
試
験
場
高
崎
分
場（
後
の
群
馬
県
工
芸
所
）

で
の
工
芸
品
の
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
中
心
に
、1935

年
に
は
、
東
京
・
銀
座
で
工
芸
品

店
「
ミ
ラ
テ
ス
」
を
開
き
、
高
崎
で
の
工
芸
運
動
を
本
格
化
さ
せ
た
。
タ
ウ
ト
の
生

み
出
し
た
工
芸
品
の
特
質
は
『
タ
ウ
ト
全
集
第
三
巻 

美
術
と
工
芸
』（1943

年
）
に

詳
し
い
が
、
手
工
に
よ
る
仕
事
（
げ
て
も
の
）
と
機
械
に
よ
る
仕
事
（
は
い
か
ら
）
の

あ
い
だ
ぐ
ら
い
が
、
落
し
ど
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
タ
ウ
ト
が
日
本
を

去
っ
た
あ
と
、『
群
馬
工
芸
』（1938

年
）
を
刊
行
し
た
群
馬
工
芸
所
の
所
長
・
上
野

伊
三
郎
ら
に
よ
っ
て
そ
の
工
藝
運
動
は
継
続
さ
れ
た
が
、
戦
中
期
に
入
っ
て
い
く
な
か

で
そ
の
活
動
は
終
息
し
て
い
っ
た
。

　
で
は
タ
ウ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一

端
を
今
和
次
郎
の
仕
事
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
ウ
ト
と
今
は
、
浅
草
で
ビ
ー

ル
を
飲
み
交
わ
し
て
装
飾
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
出
会
い
は
そ
の
後
の

今
の
仕
事
を
進
展
さ
せ
て
い
く
。『
民
俗
と
建
築 

平
民
工
芸
論
』（1927

年
）
に
記
さ

れ
た
農
村
の
工
作
物
の
ス
ケ
ッ
チ
に
見
ら
れ
る
目
線
は
、
関
東
大
震
災
以
降
の
都
市
生

活
の
考
現
学
を
経
て
、1940

年
代
に
は
、
よ
り
実
地
的
な
農
村
の
生
活
改
良
へ
と
進

ん
で
い
く
。
特
に
、
山
形
県
の
雪
害
調
査
研
究
で
は
、
タ
ウ
ト
デ
ザ
イ
ン
に
も
見
ら
れ

る
科
学
的
な
検
証
に
基
づ
く
日
本
の
生
活
環
境
に
即
し
た
建
築
設
計
が
実
践
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。（
中

タ
ウ
ト
デ
ザ
イン
の
継
承

上野伊三郎他 著 
『群馬工芸』
群馬県工芸所、
1938 年  

（左） 料治熊太 編 『版芸術』九月号、白と黒社、1935年　（右） 料治熊太 編 『版芸術』十一月号、白と黒社、1933年
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ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
秋
田
で
の
滞
在
を
記
し
た
『
日
本
美
の

再
発
見
』（1939

年
）
と
勝
平
得
之
が
残
し
た
原
稿
「
秋
田
に
於

け
る
タ
ウ
ト
さ
ん
」
を
時
系
列
に
沿
っ
て
並
べ
、
当
時
の
新
聞
記

事
や
書
簡
な
ど
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
タ
ウ
ト
の
秋
田
へ
の
旅
」

を
追
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
ウ
ト
の
著
書
の
な

か
で
登
場
す
る
秋
田
の
民
具
（
雪
橇
、
農
具
、
衣
服
な
ど
）
を
、

油
谷
満
夫
さ
ん
が
収
集
し
て
き
た
戦
前
の
秋
田
の
膨
大
な
民
具
コ

レ
ク
シ
ョン
の
中
か
ら
選
び
展
示
し
ま
し
た
。

1617

『
日
本
美
の
再
発
見
』と

「
秋
田
に
於
け
る
タ
ウ
ト
さ
ん
」の
タイ
ム
ラ
イン

『日本美の再発見』
ブルーノ・タウト著、篠田英雄訳、岩波書店、1939年

桂離宮をはじめ，伊勢神宮，飛騨白川の農家お
よび秋田の民家などの美は，ドイツの建築家タウ
トによって「再発見」された。彼は，ナチスを
逃れて滞在した日本で，はからずもそれらの日本
建築に「最大の単純の中の最大の芸術」の
典型を見いだしたのであった。日本建築に接し
て驚嘆し，それを通して日本文化の深奥に遊ん
だ魂の記録。

Bruno Taut  ブルーノ・タウト  
[1880-1938]

ドイツ・東プロイセンケーニヒスベルク生まれ。
第一次世界大戦後は、都市復興計画に関わり
多くの集合住宅を手がけた。台頭するナチスを
避け、1933 年に日本インターナショナル建築
会の招聘を受けて来日する。宮城県仙台市の
国立工芸指導所や群馬県の工業試験場高崎
分場の嘱託として工芸品のデザインと技術指導
を行う。1935 年 5 月と1936 年 2 月に秋田
を訪れる。

｢秋田に於けるタウトさん」原稿
『生誕110年記念出版 勝平得之の軌跡 第1
集』、勝平得之ファンクラブ、2014年

勝平得之がタウトの思い出を綴ったエッセ
イ。没後、遺品の中から清書された原稿
が発見された。生前の掲載誌は不明だ
が､『生誕 110 年記念出版 勝平得之
の軌跡 第 1 集』（勝平得之ファンクラブ
発行、2014 年）に掲載された。

勝平得之  かつひら・とくし
[1904-1971] 

秋田市鉄砲町 ( 現大町 6 丁目 ) 生まれ。
竹久夢二の作品に魅了され、美術の道
を志す。農民美術運動の木彫講習会で
の木村五郎、来秋したブルーノ・タウトに
大きな影響を受けた。色刷版画を研究し、
独学で自画、自刻、自摺による彩色版
画の技法を習得する。 郷土秋田の自然
や風俗をテーマにした作品を一貫して制
作。秋田を訪れたタウトの水先案内人と
なる。

（左）勝平得之 ｢秋田に於けるタウトさん」原稿（複写）（秋田市立赤れんが郷土館蔵）
（右）ブルーノ・タウト 著、篠田英雄 訳 『日本美の再発見』 岩波書店、1939年
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廊
下
に
は
秋
田
の
郷
土
画
家
勝
平
得
之
氏
の
版
画
と
絵

葉
書
（
木
版
）
と
が
な
ら
べ
て
あ
っ
た
。
同
氏
の
作
品

は
東
京
の
版
画
堂
平
居
氏
の
店
に
も
陳
列
し
て
あ
る
。

そ
こ
で
上
野
君
は
、
ひ
と
つ
勝
平
氏
に
秋
田
の
案
内
を

頼
ん
で
み
よ
う
と
い
う
妙
案
を
思
い
つ
い
た
。

秋
田
市
は
、
全
体
と
し
て
今
な
お
す
ぐ
れ
た
伝
統
的
文

化
を
保
持
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
ハ
イ

カ
ラ
文
化
も
あ
る
、
し
か
し
そ
れ
と
て
も
き
わ
め
て
控

え
目
で
あ
る
。
正
真
正
銘
の
ハ
イ
カ
ラ
精
神
は
、
こ
こ

に
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
深
く
沁
み
こ
ん
で
い
な
い
。
そ
れ

だ
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
モ
ダ
ン
」
建
築
な
る
も
の
も
余
り

多
く
見
か
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
秋
田
に
と
っ
て
仕
合
わ

せ
な
こ
と
だ
。

こ
の
地
方
に
特
有
の
真
鍮
細
工
は
、
陳
列
館
に
は
ひ
と

つ
も
な
か
っ
た
が
、
街
の
商
店
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
く
に
囲
炉
裏
の
上
に
釣
下
げ
て
鉄
瓶
を
吊
っ
て
お
く

「
自
在
」
は
、
美
し
い
形
を
し
て
い
た
。

勝
平
氏
の
質
素
な
住
居
を
訪
れ
て
、
す
ぐ
れ
た
創
作
版

画
を
見
せ
て
貰
っ
た
。
同
氏
は
、
こ
の
方
面
に
新
し
い

日
本
的
な
型
を
見
出
そ
う
と
し
て
、
木
版
画
に
精
神
を

傾
注
し
て
い
ら
れ
る
。
こ
の
画
家
の
温
か
い
眼
は
人
間
の

上
に
、

｜

そ
れ
も
と
く
に
農
民
と
子
供
の
上
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。
私
は
自
著
の
巻
頭
を
飾
る
た
め
に
一
葉
の
版

画
を
乞
い
う
け
た
。

も
っ
と
故
郷
を
偲
ば
せ
る
の
は
、
森
に
囲
ま
れ
た
湖
と

藁
葺
屋
根
の
農
家
の
あ
る
湖
畔
の
村
と
で
あ
る
。
も
し

湖
の
背
後
に
聳
え
る
青
い
山
と
水
田
に
働
く
農
民
、
そ

れ
か
ら
湖
中
で
独
木
舟
を
操
る
若
者
と
が
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
幻
想
は
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、

こ
の
砂
地
は
ま
さ
に
故
郷
の
も
の
で
あ
る
。

石
橋
旅
館
の
使
い
の
者
が
あ
の
手
紙
を
持
っ
て
来
た
の
は
、

昭
和
10
年
5
月
24
日
の
夕
方
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
私
は
そ

の
状
袋
の
裏
を
見
て
し
ば
ら
く
考
え
こ
ん
だ
。

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
、
上
野
伊
三
郎
、
と
並
べ
て
署
名
し
て

あ
っ
た
が
、
お
二
人
と
も
私
に
は
全
然
未
知
の
方
々
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

橋
を
渡
っ
て
外
町
の
商
店
街
に
入
っ
た
。
呉
服
屋
、
味
噌

醤
油
屋
。
荒
物
店
、
質
屋
な
ど
の
老
舗
を
案
内
し
て
、
通

町
の
酒
屋
や
野
菜
市
場
の
あ
た
り
の
店
々
の
家
並
み
に
来
る

と
、
タ
ウ
ト
さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い
で
す
」、
と
お
ぼ
つ
か
な

い
日
本
語
を
言
い
な
が
ら
熱
心
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
近
頃
の
建
物
洋
館
な
ど
は
、
た
い
て
い
「
は
い
か
ら
」

と
か
「
い
か
も
の
」
と
か
言
っ
て
、
そ
の
前
を
素
通
り
し
た
。

『
日
本
美
の
再
発
見
』

「
秋
田
に
於
け
る
タ
ウ
ト
さ
ん
」

 

勝
平
得
之 

著「
秋
田
に
於
け
る
タ
ウ
ト
さ
ん
」 『
生
誕110

年
記
念
出
版 

勝
平
得
之
の
軌
跡 

  

第
1
集
』、勝
平
得
之
ファン
ク
ラ
ブ
、2014

年 

よ
り
引
用

ブル
ーノ・タ
ウ
ト 

著
、篠
田
英
雄 

訳 『
日
本
美
の
再
発
見
』 

岩
波
書
店
、1939

年
よ
り
引
用

そ
れ
か
ら
タ
ウ
ト
さ
ん
、
上
野
氏
は
、
私
の
家
に
立
ち
寄
っ

て
創
作
版
画
を
見
ら
れ
た
。
数
あ
る
な
か
か
ら
タ
ウ
ト
さ
ん

は
雪
景
の
版
画
が
好
き
ら
し
い
の
で
、
雪
国
の
風
俗
版
画

集
を
呈
上
し
た
。
そ
し
て
冬
の
生
活
や
農
村
の
正
月
の
行

事
な
ど
の
話
を
し
た
が
、
こ
と
の
ほ
か
冬
の
秋
田
に
興
味
を

も
た
れ
た
。
そ
の
節
、
タ
ウ
ト
さ
ん
は
著
書
の
口
絵
に
、
私

の
創
作
版
画
を
入
れ
た
い
旨
を
話
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
、
私
達
は
追
分
駅
で
お
別
れ
し
た
。
タ
ウ
ト

さ
ん
と
上
野
氏
は
、
青
森
へ
視
察
に
行
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
別
れ
間
際
に
、
タ
ウ
ト
さ
ん
は
手
帳
の
メ
モ
を
見
な
が

ら
言
っ
た
…
。「
新
し
い
友
達
、
勝
平
さ
ん
、
さ
よ
な
ら
」

骨
ぼ
っ
た
い
手
が
突
然
、
私
の
手
を
握
り
し
め
た
。
こ
れ
が

私
の
知
っ
て
い
る
タ
ウ
ト
さ
ん
の一
番
長
い
日
本
語
で
あ
っ
た
。

5
月
24
日（
金
）

5
月
25
日（
土
）

5
月
26
日（
日
）

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

追
分

追
分

旭
川
村

字
湯
沢
岱

金
足
村

字
小
泉

ブルーノ・タウトから勝平得之
への手紙（複写）

（秋田市立赤れんが郷土館蔵）
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駅
前
に
は
人
力
車
（
箱
橇
）
が
い
く
つ
も
な
ら
ん
で
い
た
。

市
街
に
は
う
ず
高
く
降
り
積
っ
た
雪
、
明
澄
な
大
気
。

こ
の
地
方
に
特
有
な
キ
モ
ノ
を
着
た
美
し
い
婦
人
達
（
花

を
つ
け
た
杏
の
枝
を
手
に
し
て
い
る
若
い
婦
人
に
出
会
っ

た
が
素
朴
、
新
鮮
で
限
り
な
く
美
し
か
っ
た
）。
や
や
シ

ベ
リ
ア
の
婦
人
を
連
想
さ
せ
る
。
男
子
の
服
装
は
、
ま
っ

た
く
ロ
シ
ア
風
で
、
ま
る
き
り
日
本
ら
し
く
な
い
。

箱
馬
車
に
似
た
橇
を
見
か
け
た
が
、
彩
色
し
て
あ
っ
て
、

綺
麗
な
玩
具
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。（
…
）
モ
ン
ペ
を
つ
け
た

（
女
達
は
例
外
な
く
穿
い
て
い
る
）
格
好
は
熊
そ
っ
く
り

だ
。
子
供
達
も
み
ん
な
モ
ン
ペ
姿
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
は
、東
京
、京
都
、群
馬
か
ら
、タ
ウ
ト
さ
ん
の
原

訳
二
葉
入
り
の
手
紙
を
頻
繁
に
い
た
だ
い
た
。そ
し
て
口
絵

版
画
の
構
図
も
で
き
て
版
刻
し
た
。二
千
枚
の
手
刷
版
画

は
、私
の
か
ら
だ
に
は
重
す
ぎ
る
労
働
で
あ
っ
た
が
、二
ヶ
月

余
り
で
完
成
し
て
出
版
元
へ
送
っ
た
。タ
ウ
ト
さ
ん
か
ら
は
、

「
木
版
口
絵
は
大
変
よ
く
出
来
た
、色
の
調
子
も
す
て
き

で
す
」、と
の
手
紙
を
い
た
だ
い
て
、ほ
っ
と
し
た
。

昭
和
11 
年
1 

月
上
旬
、京
都
の
上
野
氏
か
ら
、タ
ウ
ト
さ
ん

の
訳
文
の
入
っ
た
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。「
秋
田
で
貴
兄
の
絵

に
あ
る
よ
う
な
子
供
の
遊
び
な
ど
は
、何
日
頃
み
ら
れ
る
の

か
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」、と
の
照
合
で
あ
っ
た
の
で
、「
旧
正
月

の
行
事
頃
見
ら
れ
る
」、と
返
信
す
る
と
、折
返
し
手
紙
を
い

た
だ
い
た
。そ
れ
は
、「
上
野
氏
と
と
も
に
そ
の
頃
秋
田
へ
参

り
ま
す
」、と
の
文
面
で
あ
っ
た
。

２
月
６
日（
木
）

２
月
7
日（
金
）

高
崎

秋
田

秋
田

横
手

ブルーノ・タウトが秋田滞在時の勝平得之のメモ（複写）
（秋田市立赤れんが郷土館蔵）

上／『秋田魁新報』
1936年1月9日朝刊1面

下／『秋田魁新報』
1936年1月10日朝刊1面
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市
（
い
ち
）
が
た
っ
て
い
た
。
市
は
方
々
の
町
で
か
わ

る
が
わ
る
毎
日
の
よ
う
に
催
さ
れ
、
農
民
達
は
こ
こ
へ
め

い
め
い
の
品
物
を
持
っ
て
き
て
販
売
し
、
ま
た
別
の
品
を

買
っ
て
帰
る
の
で
あ
る
。

新
聞
記
者
が
三
人
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
や
っ
て
き
た
。
写
真

を
撮
る
と
い
う
の
で
、
疲
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
う
一
遍
外

へ
出
た
。

そ
れ
か
ら
カ
マ
ク
ラ
を
見
に
町
へ
出
た
。
す
ば
ら
し
い
美

し
さ
だ
。
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
も
の
を
私
は
曾
つ
て
見
た

こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
予
期
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
今
度
の
旅
行
の
冠
冕
だ
。
こ
の
見
事
な
カ
マ
ク
ラ
、

子
供
達
の
こ
の
雪
室
は
！

カ
マ
ク
ラ
の
な
か
に
し
つ
ら
え
た
雪
龕
に
は
水
神
様
を
祀

り
（
こ
の
辺
は
い
っ
た
い
に
水
に
乏
し
い
の
だ
） 

、
蝋
燭

を
と
も
し
、
お
供
物
が
そ
な
え
て
あ
る
。（
…
）
子
供
達

は
世
に
も
真
面
目
な
物
腰
で
甘
酒
を
一
杯
す
す
め
て
く
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
に
は
、
大
人
は
こ
の
子
達
に
一

銭
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
美
し
い
日
本

が
あ
る
、（
…
）

馬
橇
は
が
た
ぴ
し
走
り
出
す
の
で
あ
る
が
、
橇
に
は
も

う
以
前
の
よ
う
に
鈴
が
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の
代
り
馭
者

が
、
豆
腐
屋
の
も
っ
て
い
る
よ
う
な
ラ
ッ
パ
を
吹
く
の
で

あ
る
。

私
た
ち
が
近
づ
く
と
、
子
供
た
ち
は
「
お
水
神
さ
ん
を
拝
ん

で
た
ん
せ
」、
と
参
詣
を
う
な
が
し
て
、
お
神
酒
や
熱
い
甘

酒
を
ご
馳
走
す
る
の
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
十
五
夜
の
お
月
さ

ま
が
蒼
白
い
光
を
輝
か
せ
て
、雪
が
い
よ
い
よ
冷
た
い
な
か
で
、

雪
壁
を
照
ら
す
桃
色
の
照
明
を
囲
ん
で
い
る
カ
マ
ク
ラ
の
子

供
た
ち
は
、
暖
か
そ
う
に
団
ら
ん
す
る
の
で
あ
っ
た
。
お
神

酒
と
甘
酒
を
い
た
だ
い
た
タ
ウ
ト
さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い
で

す
」、と
驚
嘆
の
声
を
た
て
な
が
ら
、大
き
な
体
を
こ
ご
め
て
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
カマク
ラ
の
中
を
覗
き
見
る
の
で
あ
っ
た
。

冴
え
か
か
る
夜
の
空
気
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
馭
者
（
ぎ
ょ

し
ゃ
）
は
ラ
ッパ
を
吹
く
。
馬
橇
は
烈
し
く
上
下
に
ゆ
れ
て

走
る
。（
…
）
わ
ず
か
ば
か
り
の
酒
に
頬
を
赤
ら
め
た
タ
ウ
ト

さ
ん
は
、
故
郷
の
馭
者
が
馬
を
走
ら
す
鞭
さ
ば
き
を
、
手

真
似
し
な
が
ら
、
舌
を
打
ち
鳴
ら
し
て
語
る
の
で
あ
っ
た
。

六
郷

横
手
２
月
7
日（
金
）

ブルーノ・タウト（右）と勝平得之（左） 
『秋田魁新報』
1936年2月9日夕刊3面
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竹
の
裂
片
は
高
い
櫓
の
上
に
い
る
私
達
の
と
こ
ろ
ま
で

飛
ん
で
き
た
。
打
合
い
は
、
ま
る
で
本
物
の
戦
い
の
よ
う

な
印
象
だ
、
も
ち
ろ
ん
人
間
同
士
の
打
合
い
で
は
な
く

て
、
お
互
に
竹
竿
を
叩
き
合
う
の
で
あ
る
。（
…
）
お
そ

ら
く
こ
の
行
事
は
、
何
も
す
る
こ
と
の
な
い
冬
じ
ゅ
う
、

遣
り
場
に
困
っ
た
精
力
の
捌
け
口
を
求
め
る
た
め
に
考

案
さ
れ
た
戦
さ
ご
っ
こ
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
…
）
綱
引
き
の
人
達
は
「
ハ
イ 

サ
、
ハ
イ 

サ
」
の
掛

声
に
い
よ
い
よ
興
奮
す
る
ば
か
り
だ
か
ら
、
な
ん
と
し
て

も
危
険
で
あ
る
。
綱
引
は
一
進
一
退
し
な
が
ら
続
け
ら
れ
、

遂
に
綱
が
引
き
切
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
正
月
の
こ
と
と

て
、
酒
が
身
体
の
な
か
に
沢
山
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

秩
序
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。

金
谷
旅
館
で
は
、
勝
平
氏
や
上
野
君
と
絵
の
寄
せ
描
き

を
し
て
諸
方
へ
手
紙
代
り
に
出
す
。

神
社
の
付
近
で
は
、
玩
具
の
「
ボ
ン
デ
ン
」
を
売
っ
て

い
た
。
彩
色
し
た
短
い
棒
で
、
形
は
諸
方
の
村
々
か
ら

こ
の
神
社
へ
奉
納
す
る
本
物
の
「
ボ
ン
デ
ン
」
と
同
じ

で
あ
る
（
男
根
の
シ
ン
ボ
ル
だ
ろ
う
か
） 

。（
…
）
神
社

に
は
色
と
り
ど
り
の
布
で
飾
ら
れ
た
大
き
な
「
ボ
ン
デ

ン
」
が
、
も
う
い
く
つ
も
奉
納
さ
れ
た
。

赤
ん
坊
は
、
家
の
中
で
は
大
き
な
籠
の
中
に
入
れ
て
、

ま
わ
り
に
い
ろ
ん
な
保
温
物
を
詰
め
こ
ん
で
お
く
の
で
あ

る
。

金
谷
旅
館
の
２
階
で
は
、
タ
ウ
ト
さ
ん
の
持
参
し
た
香
り
高

いコ
ーヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
晩
ま
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
だ
。

タ
ウ
ト
さ
ん
は
ま
た
、
知
人
に
寄
せ
書
き
の
手
紙
を
書
か
れ

た
の
で
、
私
た
ち
も
思
い
思
い
の
も
の
を
書
い
て
興
を
そ
え
た
。

そ
の
夜
の
タ
ウ
ト
さ
ん
は
、
少
林
山
の
図
や
橇
の
図
な
ど
の

色
紙
を
書
か
れ
た
が
、上
野
氏
は
こ
れ
に
訳
文
を
な
さ
れ
た
。

私
た
ち
も
興
に
の
っ
て
色
紙
を
書
い
て
分
け
合
っ
た
。

大
曲

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

２
月
7
日（
金
）

２
月
8
日（
土
）

２
月
9
日（
日
）

２
月
10
日（
月
）

秋田銘菓「諸越」と似たドイツの
菓子マルチパンを描いた色紙

（秋田菓子宗家かおる堂蔵）

秋田銘菓の諸越（もろこし）工場（かおる堂）
を見学したブルーノ・タウトは、故郷のドイツに
も似たような菓子マルチパンがあるのを思い出
し、色紙にマルチパンの絵を描いて、かおる
堂へ贈った。

ブルーノ・タウト、上野伊三郎、勝平得之の寄せ書き（1935 年）
（『叢園』勝平得之追悼号、1971 年、P26 より）

「酒の雨」ブルーノ・タウト画  
2 月 9 日夜、懇親会の際に、二階
でドンチャン騒ぎの学生らの宴席か
ら突如酒の雨が降りかかり、タウト
氏を濡らしてしまった。心中甚だ不
快だったらしいが「酒の雨」を描い
てわずかに機嫌を直した、と新聞に
掲載される。

『秋田魁新報』
1936（昭和11）年2月11日夕刊1面

『秋田魁新報』
1936(昭和11)年2月14日夕刊4面
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私
達
を
乗
せ
た
列
車
は
、
連
続
し
た
二
つ
の
ル
ー
プ
を
、

越
後
の
側
か
ら
登
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
越
え
て
上
州
側

へ
下
る
と
、
私
の
冬
の
旅
も
終
り
を
告
げ
、
間
も
な
く

少
林
山
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
列
車
は
も
う
く
だ
り

か
け
た
ら
し
い
。

2
月
11
日
朝
、
秋
田
駅
で
タ
ウ
ト
さ
ん
、
上
野
氏
と
お
別

れ
し
た
。
駅
に
は
、
魁
新
報
社
の
武
塙
三
山
氏
が
み
え
ら

れ
た
。
同
氏
が
「
秋
田
の
感
想
は
」、
と
た
だ
す
と
「
秋

田
の
文
化
は
建
築
と
酒
と
食
べ
も
の
と
版
画
で
あ
る
。」
と
、

タ
ウ
ト
さ
ん
は
車
窓
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
思
え
ば

あ
れ
が
、
最
後
の
お
別
れ
だ
っ
た
。

私
は
あ
れ
以
来
、
タ
ウ
ト
さ
ん
に
は
お
会
い
し
て
い
な
い
。
そ

の
後
、
三
省
堂
か
ら
タ
ウ
ト
さ
ん
の
著
書
が
届
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
時
に
は
も
う
タ
ウ
ト
さ
ん
は
日
本
を
離
れ
て
ト
ルコ
に
行

か
れ
た
あ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
の
手
紙
に
は
こ
う
書
か

れ
て
あ
っ
た
。「
三
省
堂
発
行
の
『
日
本
の
家
屋
と
生
活
』

の
本
の
な
か
で
、
我
々
は
と
も
に
世
界
を
巡
遊
し
よ
う
」、

と
。
私
は
いつ
で
も
こ
の
文
面
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
今
で

も
あ
の
旅
人
タ
ウ
ト
さ
ん
の
姿
を
身
近
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。

秋
田
２
月
11
日（
火
）

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
と
は

中
村

：

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
は
、
民
藝
運
動
の
周
辺
に
い

た
人
物
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
み
て
い
く
と
面
白
い
よ
ね
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

軸
原

：

僕
は
民
藝
運
動
か
ら
外
れ
た
も
の
、
郷
土
玩
具
や

こ
け
し
と
い
っ
た
趣
味
的
な
も
の
を
調
べ
て
い
て
、
中
村
く
ん

は
戦
前
の
工
芸
運
動
や
民
藝
運
動
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
人
物

を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
に
二
人
で
会
っ
て
、雑
談
し
た
り
、

資
料
を
見
せ
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

中
村

：

そ
も
そ
も
民
藝
運
動
は
何
か
と
い
う
と
、
宗
教
哲

学
を
研
究
し
て
い
た
柳
宗
悦
が
、
お
土
産
に
も
ら
っ
た
李
朝

の
白
磁
の
壺
を
見
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
柳
は
そ
の
壺
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
無
名
の
職
人
が
土
地

の
素
材
と
技
術
を
駆
使
し
て
作
っ
た
工
芸
品
を
朝
鮮
や
日
本

で
蒐
集
し
ま
し
た
。1926

年
に
「
日
本
民
藝
美
術
館
設
立

趣
意
書
」
を
出
し
、1936

年
に
建
て
ら
れ
た
民
藝
館
を
中

心
に
そ
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
民
藝
の
周

辺
に
い
た
人
物
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
相
関
図
」
を
通
し
て

み
て
い
く
こ
と
を
し
て
み
た
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
秋
田

雪
橇
編
と
題
し
て
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
勝
平
得
之
に
注

目
し
て
い
ま
す
。

軸
原

：

面
白
い
の
は
、
タ
ウ
ト
は
中
村
く
ん
の
興
味
が
あ
る

戦
前
の
工
芸
運
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
し
、
勝
平
は
創
作

版
画
や
農
民
美
術
と
い
っ
た
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
僕
た
ち
の
関
心
を
も
と
に
、

彼
ら
に
ま
つ
わ
る
相
関
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

タ
ウ
ト
と
勝
平
に
ま
つ
わ
る
相
関
図

中
村

：

タ
ウ
ト
は
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
建
築
家
で
あ
り
、

1933

年
に
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
タ
ウ
ト
は
日
本
で
の
建

築
の
仕
事
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り
多
く
の
文

章
を
書
き
ま
し
た
。
今
回
も
取
り
上
げ
て
い
る
『
日
本
美
の

再
発
見
』
の
桂
離
宮
と
日
光
東
照
宮
の
比
較
か
ら
日
本
的

な
建
築
空
間
の
特
質
を
指
摘
し
た
こ
と
は
有
名
で
す
ね
。

軸
原

：

勝
平
は
秋
田
の
郷
土
の
版
画
家
。
創
作
版
画
に
見

ら
れ
る
自
画
・
自
刻
・
自
摺
を
秋
田
で
実
践
し
て
い
た
人
物

で
も
あ
り
ま
す
。
タ
ウ
ト
の
書
籍
に
は
、
勝
平
の
版
画
が
付

い
て
い
ま
す
。

中
村

：

相
関
図
で
は
、
人
物
同
士
を
赤
い
糸
で
つ
な
い
で
い

く
こ
と
で
、
そ
の
関
係
性
を
表
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
タ

ウ
ト
と
上
野
伊
三
郎
は
「
タ
ウ
ト
を
日
本
に
招
聘
｜
秋
田
に

同
行
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
野
は
タ
ウ
ト
を
日
本
に
呼

び
寄
せ
た
人
物
で
、
通
訳
と
し
て
タ
ウ
ト
の
旅
に
同
行
し
ま

し
た
。
群
馬
県
の
高
崎
で
工
芸
品
の
デ
ザ
イ
ン
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。

軸
原

：

勝
平
は
山
本
鼎
と
つ
な
が
り
ま
す
。
山
本
は
農
民

美
術
運
動
と
い
う
農
閑
期
の
農
民
の
副
業
と
し
て
「
木
っ
端

人
形
」
の
制
作
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
勝
平
も
木
村
五
郎
に

指
導
を
受
け
、
そ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

山
本
の
関
係
を
み
て
い
く
と
農
民
美
術
運
動
の
批
判
を
行
っ

た
柳
と
も
様
々
な
か
た
ち
で
つ
な
が
り
ま
す
。

中
村

：

そ
う
し
た
関
係
性
の
糸
を
追
い
な
が
ら
、
壁
面
を

行
き
来
し
て
い
く
と
、
よ
り
立
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
関
関

係
を
み
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タ
ウ
ト
の
秋
田
へ
の
旅

軸
原

：

タ
ウ
ト
の
『
日
本
美
の
再
発
見
』
に
は
、
秋
田
の
旅

の
道
程
が
日
付
入
り
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
勝
平
の

「
秋
田
に
於
け
る
タ
ウ
ト
さ
ん
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
と
合
わ
せ

て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
見
て
い
く
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村

：

た
と
え
ば
、1935

年
の
秋
に
タ
ウ
ト
は
上
野
と
秋
田

に
や
っ
て
き
ま
す
。
石
橋
旅
館
で
勝
平
の
版
画
を
み
て
、
水

先
案
内
人
と
し
て
勝
平
を
呼
ぶ
こ
と
を
考
え
ま
す
。

軸
原

：

一
方
で
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
勝
平
は
、
タ
ウ
ト
も

上
野
も
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
二
人
の
出
会
い
で
す
。

中
村

：

民
具
は
「
油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
」
か
ら
お
借
り
し
て

い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
中
で
登
場
す
る
当
時
の
民
具
を
な
る
べ

く
関
連
す
る
よ
う
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

軸
原

：

秋
田
で
の
タ
ウ
ト
の
様
子
を
と
ら
え
た
魁
新
報
の
新

聞
記
事
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

中
村

：

タ
ウ
ト
は
カ
マ
ク
ラ
に
も
感
動
し
て
い
ま
す
ね
。
雪
に

よ
る
建
造
物
と
い
う
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が

甘
酒
を
振
る
舞
う
光
景
に
感
動
し
た
の
で
し
ょ
う
。

軸
原

：

勝
平
は
、
ト
ル
コ
に
旅
立
っ
た
タ
ウ
ト
か
ら
宛
て
ら
れ

た
手
紙
に「
本
の
な
か
で
我
々
は
と
も
に
世
界
を
巡
遊
し
よ
う
」

と
書
か
れ
た
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

中
村

：

本
を
読
む
と
い
う
経
験
を
「
相
関
図
」
と
「
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」で
立
体
的
に
構
成
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通
じ
て
、

二
人
の
旅
を
追
体
験
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブルーノ・タウトから勝平得之への手紙（複写）
（秋田市立赤れんが郷土館蔵）

（
会
場
で
上
映
し
た
展
覧
会
解
説
よ
り
抜
粋
／
一
部
加
筆
）

展
覧
会
解
説
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油谷これくしょんツアー

秋
田
雪
橇
編  

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

秋
田
公
立
美
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ーBIYO

N
G

 PO
IN

T

（
ビ
ヨ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
で
1
月
18
日
、
書
籍
『
ア
ウ
ト
・

オ
ブ
・
民
藝
』（20

19

年
）
の
版
元
で
あ
る
誠
光
社
（
京

都
市
）
の
堀
部
篤
史
氏
を
迎
え
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
著
『
日
本
美
の
再
発
見
』
を
読
み

な
が
ら
秋
田
に
来
た
と
い
う
堀
部
氏
よ
り
、「
ア
ウ
ト
・

オ
ブ
・
民
藝
」
と
い
う
リ
サ
ー
チ
活
動
の
成
り
立
ち
を

解
説
。
堀
部
氏
は「
民
藝
の
中
心
に
は
い
な
か
っ
た
人
々

を
愛
情
を
持
っ
て
拾
い
上
げ
、
相
関
図
に
よ
っ
て
提
示

し
た
こ
と
に
共
感
し

た
人
が
多
か
っ
た
と
思

う
。
民
藝
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
広
が
り
を
見

せ
た
の
を
実
感
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
古
い
文
献
を

収
集
す
る
中
で
個
々
の

書
籍
か
ら
は
読
み
解

の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

秋
田
の
生
活
様
式
や
町
の
様
子
な
ど
の

お
話
も
交
え
な
が
ら
、
油
谷
氏
が
収
集

し
た
展
示
品
に
つ
い
て
の
解
説
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

「
油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
」

油
谷
満
夫
氏
が
古
い
生
活
用
品
な
ど
60

年
以
上
か
け
て
集
め
た
約
50
万
点
に
も

お
よ
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
明
治

～
昭
和
時
代
の
民
具
等
約
20
万
点
が
秋

田
市
に
寄
贈
さ
れ
、
旧
金
足
東
小
学
校

に
展
示
・
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

・
住
所
｜〒

010-0123　

秋
田
県
秋
田
市
金
足
片
田
字
待
入109

TEL

｜018-893-4981

・
見
学
時
間
｜
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

（
入
館
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

・
見
学
料
金
｜
無
料　

・
休
館
日
｜
月
曜
日
・
火
曜
日
（
月
曜
日
及
び

火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、
年
末
年
始
、 

特
別
整
理
期
間
（
不
定
期
）

け
な
か
っ
た
新
し
い
発
見
や
、
一
般
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
な
繋
が
り
を
見
出
す
こ
と
は
非
常
に
面
白
い
。
戦
前
の
本

屋
や
出
版
社
や
お
店
と
い
う
存
在
が
、
民
藝
運
動
や
そ
の
周

辺
の
人
脈
図
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
私
自
身
も
、

現
在
本
屋
で
あ
り
な
が
ら
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て

出
版
活
動
し
た
り
す
る
の
は
、
あ
る
種
そ
の
当
時
に
戻
っ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
重
ね
合
わ
せ
て
非

常
に
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
、
こ
の
活
動
の
魅
力
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

後
半
の
軸
原
と
中
村
、
案
内
人
・
宇
野
澤
に
よ
る
「
な
か
よ

し
ト
ー
ク
」
で
は
、20

18

年
に
京
都
で
開
催
し
た
ト
ー
ク
や

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
事
、
本
展
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
解
説
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て20

19

年
9
月
に
行
っ
た
秋
田
で

の
リ
サ
ー
チ
に
つ
い
て
画
像
や
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
、時
折
、

軸
原
・
中
村
の
問
い
に
会
場
が
答
え
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
翌
日
19
日
に
は
、
油
谷
氏
が
収
集
し
た
民
具
や
生

活
用
品
の
約
20
万
点
を
収
蔵
す
る
「
油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
」（
秋

田
市
）
に
て
、
ご
本
人
に
よ
る
解
説
ツ
ア
ー
を
開
催
。

『
日
本
美
の
再
発
見
』
に
も
登
場
す
る
、
雪
橇
や
農
具
を
は
じ

め
と
し
た1935-36

年
頃
の
秋
田
の
風
俗
を
あ
ら
わ
す
数
々

堀部篤史

軸原ヨウスケ（左）と中村裕太（右）宇野澤昌樹油谷満夫

オープニングトーク
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油
谷
満
夫
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
」
の
展
示
は
ど
う
で
し
た
か
？

私
は
「
民
藝
」
と
「
民
具
」
の
区
分
は
は
っ
き
り
で
き
な
い
。

違
う
も
の
も
あ
る
け
ど
、
重
な
る
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で

も
「
民
藝
」
や
「
民
具
」
は
、
名
も
な
い
人
が
作
っ
た
も
の
が

いっ
ぱ
い
あ
る
。
な
ん
だ
か
私
が
集
め
て
き
た
も
の
と
重
な
る
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

油
谷
さ
ん
は
民
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
60
年
以
上
も
の
間

集
め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
続
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

も
の
を
通
し
て
心
を
磨
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
の
人
は
そ
う

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
手
づ
く
り
の
も
の
が
少
な

い
で
し
ょ
。
土
地
の
人
が
そ
の
土
地
の
材
料
を
使
っ
て
作
る
も
の

に
多
く
の
お
金
を
払
わ
な
い
か
ら
ね
。

（
今
は
所
属
し
て
い
ま
せ
ん
が
）
か
つ
て
は
秋
田
県
の
民

藝
協
会
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
作
り

手
の
人
た
ち
を
ず
い
ぶ
ん
訪
ね
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
作
り
手
か
ら
学
ん
だ
こ
と

へ
の
愛
情
を
感
じ
た
。
こ
う
い
う

夫
婦
って
す
ば
ら
し
い
な
と
思
っ
た
。
秋

田
で
版
画
家
と
し
て
暮
ら
す
の
は
経
済
的
に

は
苦
労
し
た
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
人
間
と
し
て
立

派
な
人
で
し
た
ね
。

油
谷
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
基
準
、
収
集
す
る
上
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
そ
こ
で
い
ら
な
い
も
の
を
も
ら
う
、

と
い
う
こ
と
だ
よ
。
み
ん
な
に
不
思
議
が
ら
れ
た
。
も
う

誰
も
使
わ
な
い
よ
う
な
も
の
を
欲
し
が
る
か
ら
。
集
め
る

の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
農
家
が
家
を
建
て
か
え
す
る
で

し
ょ
。
農
機
具
も
家
財
道
具
も
、
も
う
使
わ
な
い
ん
だ

け
ど
、
捨
て
ら
れ
な
い
。
大
切
に
使
っ
て
い
た
も
の
だ
と

思
う
よ
。
生
活
を
支
え
て
き
た
も
の
だ
か
ら
さ
。
じ
っ
と

見
て
い
た
ら
「
こ
れ
、も
って
け
」
と
言
って
く
れ
た
り
ね
。

「
民
衆
的
工
藝
」に
お
け
る「
民
衆
」は
当
時（1935,36

年
）

と
今
日
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？ 

そ
れ
は
大
き
く
変
わ
って
ま
す
よ
。
今
は
直
接
生
産
す
る

人
と
消
費
す
る
人
、
働
く
場
所
の
違
い
が
ハッ
キ
リ
し
て

は
大
き
い
で
す
ね
。
で
き
た
も
の
の
形
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
の
か
見
る
と
わ
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
家
族
で
協
力
し
て
作
って
い
る
様
子
な
ん
か
を
見

る
と
大
変
そ
う
だ
け
ど
「
い
い
な
」
と
思
う
よ
ね
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
が
い
い
の
で
は
な
い
ん
だ
よ
ね
。
山
か
ら
材

料
を
採
っ
て
き
て
作
っ
た
も
の
の
よ
さ
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
素
朴

だ
け
ど
、
工
夫
が
あ
る
。

油
谷
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
勝
平
得
之
の
こ
と
を
ど
う
見

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
秋
田
の
こ
と
を
ほ
め
て
い
る
け
ど
、
勝
平

さ
ん
が
特
別
に
よ
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
勝
平
さ
ん
が
秋
田
の
い
い

と
こ
ろ
を
丁
寧
に
案
内
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
秋
田
の
人
が

み
ん
な
い
い
人
の
わ
け
な
い
。
勝
平
さ
ん
が
特
別
に
い
い
人
だ
っ

た
の
。

私
の
兄
が
家
を
建
て
た
と
き
に
、
お
祝
い
と
し
て
兄
に
あ
げ
る

た
め
に
勝
平
さ
ん
の
版
画
を
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
5
万

円
か
な
。
私
に
と
っ
て
は
大
変
な
金
額
だ
っ
た
。

貧
乏
だ
っ
た
か
ら
。
勝
平
さ
ん
に
５
万
円
を

持
っ
て
行
っ
た
ら
、
奥
さ
ん
を
呼
ん
で

す
ぐ
に
渡
し
て
ま
し
た
。
奥
さ
ん

い
る
。
昔
は
「
民
衆
」
と
い
っ
た

ら
農
家
だ
っ
た
。
勤
め
て
い
る
人
も
い

た
け
ど
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
か
ら
ね
。

農
地
解
放
で
農
家
の
暮
ら
し
が
変
わ
っ
た
。
今
は

農
家
が
農
家
の
暮
ら
し
を
知
ら
な
い
も
の
。

私
は
高
校
は
１
年
で
中
退
し
た
し
勉
強
も
で
き
な
か
っ
た

か
ら
、
も
の
を
集
め
る
よ
う
に
な
って
か
ら
は
調
べ
も
の
を

す
る
の
に
よ
く
辞
書
を
引
き
ま
し
た
。
あ
る
と
き「
民
具
」

の
「
民
」
と
い
う
字
を
調
べ
る
と
、「
民
」
と
い
う
字
は
「
奴

隷
の
目
に
針
を
刺
し
て
目
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
た
姿
」

を
示
し
て
い
る
と
い
う
の
で
驚
い
た
ん
だ
よ
。
民
衆
と
い
う

の
は
、
支
配
者
に
目
を
つ
ぶ
さ
れ
る
人
た
ち
、
虐
げ
ら
れ

た
人
た
ち
と
い
う
こ
と
だ
。「
民
藝
」
も
「
民
具
」
も
庶

民
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
よ
ね
。

タ
ウ
ト
さ
ん
が
秋
田
に
来
た
こ
ろ
の
暮
ら
し
は
農
地
解
放

ま
で
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
な
い
と
思
う
。
季
節
の
労
働
が

あ
っ
て
、
み
ん
な
慎
ま
し
く
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
今
の

暮
ら
し
と
は
全
然
違
う
。
も
う
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

よ
ね
。
で
も
、
も
の
が
語
り
か
け
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
って
も
ら
い
た

い
で
す
。

２
０
２
０
年
３
月
10
日　

取
材
：
宇
野
澤
昌
樹

ABURAYA COLLECTION

ABURAYA COLLECTION

ABURAYA COLLECTION

ABURAYA COLLECTION

油谷満夫（あぶらや・みちお）［1934 |  ］
秋田県横手市生まれ。昭和25年から民具の収集を始め、生活用
品を含めたコレクションは50万点を超える。そのうち20万点は秋
田市に寄付し、「油谷これくしょん」に展示されている他、秋田市
の情報発信などで活用されている。
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軸
原
ヨ
ウ
ス
ケ
（
旅
人
）

岡
山
県
を
拠
点
に
活
動
す
る
デ
ザ
イ
ン
ユ

ニ
ッ
ト
「COCHAE(
コ
チ
ャ
エ
）」
の
メ
ン

バ
ー
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
。「
遊
び
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
し
い
視
点
を
持
っ
た
玩
具

の
開
発
、
出
版
企
画
や
商
品
開
発
な
ど

幅
広
く
活
動
中
。

http://www.cochae.com
/

中
村 

裕
太
（
旅
人
）

美
術
家
。京
都
精
華
大
学
特
任
講
師
。「
民

俗
と
建
築
に
ま
つ
わ
る
工
芸
」
と
い
う
視

点
か
ら
陶
磁
器
、
タ
イ
ル
な
ど
の
学
術
研

究
と
作
品
制
作
を
行
う
。
近
年
の
展
示

に
「
表
現
の
生
態
系
」（
ア
ー
ツ
前
橋
、

2019

）
な
ど
。

http://nakam
urayuta.jp

宇
野
澤 

昌
樹
（
案
内
人
）

東
京
造
形
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
で
働

き
な
が
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
関
わ
り
、
展

覧
会
の
サ
ポ
ー
ト
や
上
映
会
の
企
画
な
ど

を
行
う
。
そ
の
後
も
、
土
地
や
地
域
・

場
所
と
結
び
つ
い
た
表
現
や
、
芸
術
以
前

の
創
造
行
為
、
芸
術
の
起
源
を
想
起
す

る
よ
う
な
表
現
に
注
目
し
活
動
中
。

堀
部 

篤
史
（
版
元
）

学
生
時
代
よ
り
恵
文
社一乗
寺
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
、2015

年
8
月
ま
で
同
店

店
長
を
務
め
る
。
独
立
後
、
本
屋
の
新
し

い
あ
り
方
を
提
案
・
実
験
す
る
「
誠
光
社
」

を
立
ち
上
げ
、
店
舗
運
営
、
イ
ベン
ト
企

画
、
出
版
な
ど
を
手
が
け
る
。

https://www.seikosha-books.com

P
R
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展
覧
会
概
要

「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
民
藝
｜
秋
田
雪
橇
編 

タ
ウ
ト
と
勝
平
」

会
期
｜
２
０
２
０
年
1
月
18
日（
土
）

−

5
月
10
日（
日
）   

9
時

−

18
時 

会
場
｜
秋
田
公
立
美
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ーBIYO

N
G

 PO
IN

T

（
ビ
ヨ
ン
ポ
イ
ン
ト
）

（
秋
田
市
八
橋
南1-1-3 CN

A

秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
社
屋
内
）

入
場
無
料

企
画
｜
宇
野
澤 

昌
樹
、軸
原 

ヨ
ウ
ス
ケ
、中
村 

裕
太

デ
ザ
イ
ン
｜
軸
原 

ヨ
ウ
ス
ケ

会
場
構
成
｜
中
村 

裕
太

映
像
撮
影
編
集
｜
須
賀 

亮
平

設
営
協
力
｜
國
政 

サ
ト
シ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
｜
岩
根 

裕
子
、石
山 

律（N
PO

法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
）

主
催
｜
秋
田
公
立
美
術
大
学
、NPO

法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

協
力
｜
秋
田
市
立
赤
れ
ん
が
郷
土
館
、油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
、

秋
田
菓
子
宗
家
か
お
る
堂
、秋
田
魁
新
報
社
、誠
光
社
、CN

A

秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

日
時
｜
２
０
２
０
年
1
月
18
日（
土
）16
時

−

18
時

会
場
｜BIYO

N
G

 PO
IN

T

登
壇
者
｜
堀
部 

篤
史（
誠
光
社
）、宇
野
澤 

昌
樹
、

軸
原 

ヨ
ウ
ス
ケ
、中
村 

裕
太

油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
ツ
ア
ー

日
時
｜
２
０
２
０
年
1
月
19
日（
日
）13
時

−

15
時

会
場
｜
油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん 








